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総説

Parent Education Theory　と実践

-アメリカ合衆国ペンシルベニア州フィラデルフィア地域の9つの事例一

上野善子

滋賀医科大学医学部看護学科地域生活看護学講座

要旨
本論はParent Education theoryに基づくプログラムの実践の特徴を明らかにするものであり、家族支援システムの

一環であるPreventionの視点から、ペンシルベニア州フィラデルフィア地域における9つのプログラムの手法と特徴を
基に明らかにした。フィラデルフィア地域では、主に貧困地域や若年妊娠などのハイリスク者を対象に、家族支援サーヴ

ィスとしてのParent Educationを展開している。子育てに困難を抱える親がプログラム-参加するための動機づけが

重要であり、家庭訪問サーヴィスを実施することで、親がプログラムに参加しやすいよう工夫している。 Parent
Educationの継続過程では、対象者を親から祖父母にまで拡大した家族とし、家族が住んでいる地域の中で教育と支援が
受けられるよう充実が図られている。プログラム作成者の評価ポイントは、地域の歴史・社会経済的な特徴と文化的基盤
を考慮した上で対象者の範囲を決定することが重要であり、集中的あるいは長期的に、どのような予防活動や介入プログ
ラムを計画して関わるかを明らかにすることであった。

キーワード: ParentEducation、 Prevention、家庭訪問、家族支援、子育て支援

はじめに

Parent Education Theoryは、所謂「親教育」理論

のことであり、 1930年代以降、フロイトの議論を始め

として心理社会学的領域で活発に議論されるようにな

った。フロイトやェリクソンなど親子関係に関する古

典的心理学理論は初期の親教育として用いられてきた

が、近年の欧米各国では認知行動療法など親-のトレ

ーニングによる行動変容の手法が多く使用されている。

アメリカで最もポピュラーな理論は、子育てを継続

する際の心の温かさとコントロールについて議論した

1959年のシェ-フアの理論であるが、その他、 1963

年のカール・ロジャーズによるhumanistic and

reflective theoryや1969年のピアジェの思考発達段

階理論、 1978年に子どもの発達と社会的相互関係につ

いて述べたヴィゴツキー、 1991年にはボウルビイによ

るAttachmenttheory、また、最もポピュラーな手法

は1970年に発表されたトマス・ゴードンのParent

Effectiveness Training (P.E.T.)であり、全米だけでな

く広く世界に展開されていった。

このような歴史的理論的展望から近年の虐待予防

まで含めたParent Ehicationは世界で拡大しており、

その他多くの子育て理論や手法も存在するが1) 2)、詳細

は他稿にゆずることとする。

本稿では、アメリカ合衆国ペンシルベニア州の9つ

の事例からParent Ehicationの特徴と評価について

述べる。

I ParentEhicationの位置づけ

1　Prevention

Parent Ehicationは、まずは思春期前の子どもたち

が親になるための準備期間としてMaltreatmentの予

防教育、つまりPrimary Prevention (PP ;第一次予

防)として取り組まれているものがある。幼児教育に

おけるお人形遊びから始まり、小学校低学年の男女-

の学校を中心とした子育て教育が一般的である。しか

し、それぞれのコミュニティではSecondary

Prevention (SP ;第二次予防)として、子育てニーズ

の高い親や児童-虐待やネグレクトなどハイリスク群

の親-のインターヴェンションとして使用される場合

も多い3)4)。

Ⅱ　アメリカ合衆国ペンシルベニア州フィラデル

フィア地域のParent Ehication

1 ParentEducationProgramの特徴と目的

SP　として展開されているペンシルベニア州の

Parent Ehicationプログラムは、子ども-の虐待行為

が常習的で、家族内の問題が根の深いケースを抱えて

いるスラム近郊地域や、斜陽にある郊外の地域を中心

に提供している5)。特に、人種や民族集団などのコミ

ュニティの文化的特徴を基盤とし、効果的なプログラ

ムを作成している。また、乳幼児の世話や人格面での

行儀作法を含めたParenting (親業)がセルフ・ -ル

プグループとして込みこまれており、家庭訪問サーヴ

ィスやカウンセリング、親と子どものプレイグループ、

i ;-1.
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セラピーによる子ども-のケアなど、トレーニングを

受けた専門家による家族支援が、あらゆるニーズに基

づいたサーヴィスとして多様なプログラムで提供され

ている。

Parent Educationを行う目的は、親が子どもを最適

な状態で育てられることである6)。最も重要な点は、

親子が住み慣れた地域で生活をおくる中で、必要な時

に必要な支援が継続的に得られ、家族関係が促進され

ることを目的とした構想がなされることである7)。

2　ParentEhicationプログラムの内容

ペンシルベニア州のParent Ehicationのサーヴィ

スを受ける対象者は、共通してサポートの必要性が高

く、 -イリスクな家族が中心となっている。従って、

プログラムの作成者は、様々なニーズに対応可能なプ

ログラムを作ることを常に試みている。 ParentEhlC-

ationは、虐待する可能性が高い親や家庭に問題があ

る家族が積極的に参加することが目的である。しかし

実際は、仮にそういったプログラムを作成し、対象者

-呼び掛けて参加した場合でも、継続的な参加が期待

できず途中で離脱してしまい、本来、最もサポートが

必要なところにサポートが行き届かないという状況が

起こり得る8)。 Parent Educationを継続させるために

は、家庭における経済的問題や子育ての心理的ストレ

スに対する総合的な家族支援が不可欠であり、通常は

親にのみ向けられがちな支援も、同時に子どものサポ

ートを含めた支援内容としてプログラムされ、継続さ

れている。

3　フィラデルフィア地域における9つのParent

Education Programの現状

表1は、ペンシルベニア州フィラデルフィア地域で

行われている9つのParent Ehicationの例である。

(表ではParent EhicationをPE.と記載)

①オルタナテイヴ細ernative Family Resources)

は、低所得の家族と10代の親が対象である。訪問看

護協会と協働で家庭訪問を行い、 Parent Ehicationと

同時に、保健衛生活動を行う。このサーヴィスを受け

ている親は支援センターまで無料送迎サーヴィスを受

けることができるので、移動手段がない親も参加する

ことができ、参加率の向上が図られている。

② APM (鮎S(℃iatio n de Puertorriqueoos en

Marcha, Inc.)は、経済的に貧しい地域社会に住む家

族に対して、集中的で、かつ家族単位でサーヴィスが

提供される。サーヴィスの特徴は、教師やソーシャル

ワーカー、子どもの発達の専門家などから成る家族保

護チームによってプログラムが提供されるため、様々

な困難事例にも対応することができる。

③コングレソ(Congreso de Latinos Unidos, Inc. )

では、ラテン系の家族に対して、アドラーの心理学を

基礎とした親の行動変容のためのParent Ehication

プログラムが提供される。 10週間のワークショップは、

それぞれ親が関心のある子育てテーマから行い、モチ

ベーションを向上している。また、クラスの終了後は

親たちが交流会を行い、継続的支援が受けやすくなる。

特に「RidConnection)」というワークショップでは、

子どもの健康についてのサーヴィスを提供している。

④フィラデルフィア犯罪防止協会(Crime

Prevention Assc℃iation of Filadelphia)はスラム地域

が対象である。集中的に、かつ集団を対象とした介入

プログラムに力点が置かれている。例えば、モーニン

グ・プログラムは過に4回1日4時間のプログラムで

提供され、各セッションもParent Ehicationとその

サポートが中心となる。親がプログラムに参加する間、

子どもたちはケアが提供されるため、小さい子どもを

複数抱えた親でも参加できる。

⑤ビュックス郡ファミリーサーヴィス協会酔sAof

Bucks County)は、二つの低所得者層の地域で3つの

サーヴィスを提供している。ファミリーライフ・エデ

ュケーションでは子どものしつけやお金の管理、子ど

もとの関係の作り方などの様々なテーマを取り上げ、

基礎的なParent Ehicationが受けられる。また、自

宅でカウンセリングを受けることができ、ペアレン

ト・サポートの自助グループが利用できるなど、地域

に密着したサーヴィスが提供されている。

⑥FSP酔amily Services of Philadelphia)は、フイ

ラデルイア隣接の子ども-の虐待報告が増加しつつあ

る、 7つのスラム地域を対象としている。 「ファミリー

クラブ」と呼ばれる6週間連続のペアレント・エデュ

ケーションのワークショップが提供される。プログラ

ムではペアレンティングに加え、親子でポジテイヴ・

モデルを使うペアレンティング・プレイが含まれてい

る。第二段階では、対象者は両親から祖父母まで拡大

される。

⑦FSS酔amily Support Services, Inc.)は、フィラ

デルフィアの低所得地域で、健康問題のある乳幼児を

抱えた家族に、センターでの集中的サーヴィスを提供

している。家族を入会させる方法のひとつとして、訪
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問看護師による家庭訪問を行っている。第二段階にな

ると、プログラムに全回出席する条件で、約1カ月間

の子育てのレスバイト・サーヴィスが受けられるので、

継続したプログラムが受けやすい。

⑧フィラデルフィア・チャイルドサーヴィス協会

酔hiladelphia Sc℃iety)は、 -イリスクなスラム地域

で活動し、 6歳以下の子どもを抱えた親を対象に、個

人またはグループ単位の介入を行っている。センター

を中心とした親グループのプログラムや気軽に入って

おもちゃを借りることができるライブラリーと、家庭

訪問を組み合わせている。イリノイ州シカゴの「ベー

トーベン・プロジェクト」を真似て創られた家庭訪問

モデルは、家族支援の専門的な助手を雇用している。

親としての心配ごとや親子の接し方についての子育て

相談には、隔週毎の家庭訪問で応じる。 「ミネソタ初期

学習計画モデル」では、家族支援者と地域のボランテ

ィアが協働で親のグループを指導している。このモデ

ルは少なくとも2年と長期で継続して関わり、子ども

の成長と親子の交流の弓封ヒを強調しながら、各過でグ

ループ・ミーティングを行っている自助モデルである。

⑨ユース・サーヴィス付sI)は10代で妊娠して親

になった若者を対象とし、家庭訪問とセンターにおけ

るParent Ehicationを行う。母親が妊娠中から家庭

訪問が始められ、子どもが2歳になるまで継続して経

過を追い、看護師と家族支援の専門助手が定期的に交

代で家庭訪問が行われる。過3回センターでのサーヴ

ィスが提供されるが、第二段階ではMother-Baby

Movement Therapyというグループに拡大され、子ど

もの発達にどのような方法が有益であるかについての

教育を受けることができる。

4　ParentEhicationサーヴィスの評価

家族支援研究の専門家であるMcCurdyとJonesは、

Preventionプログラムを行う際の5つの視点を挙げ

ている9)。

1)虐待リスクの高い両親は、どのような種類(長期

的あるいは短期的)のサーヴィスで子育ての仕方を変

容することができるかをプログラム作成者が知ること、

2)効果があったのは、プログラムのどのような特徴だ

ったのか、 3)深刻な子育て問題を抱える家族が、積極

的に参加できるプログラムの内容はどのようなもので

あったか、 ㊥プログラム遂行時、困難な状態に直面に

した場合の対策を支援者が共有できるようにすること、

5)ハイリスクの両親が、自ら子育てに挑戦しようと思っ
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たキッカケや心の変化に至った経緯を明らかにするこ

と、である。

また、様々な支援サーヴィスを提供される親は、一

般的に過去の体験から傷つきやすく、身体的、精神的、

社会的に様々な脆弾性をもっている。このような親た

ちに対して、まずは虐待とネグレクトの予防サーヴィ

スに参加させる方法と、両親が様々な予防的サーヴィ

スからempowerする力を引き出す方法については、

プログラムの様々な「経験的教育」から評価される10)。

これらのSPプログラムは、困難を抱える家族に対

する虐待予防サーヴィスの実践的ガイダンスである。

しかし、最も重要なことは、まず支援ニーズのある親

がプログラム-参加するための動機付けをすることで

あり、次に、子育てと言う長期的使命に対し、地域で

継続的な支援を得ながら、アウトカムとして家族の自

律と自立が実現されることである11)。

Parent Ehicationの方法は地域の社会的文化的民

族的特性を基にして行われることが重要であることは

既に述べたが、フィラデルフィア地域ではSPプログ

ラムの動機付けの手法として、様々な専門的知識を持

った支援者が、ニーズの高い人に対し家庭訪問サーヴ

ィスを提供し、動機付けを行っていることを特徴とし

ている。次いで、家族の自立に向けたParentEhlCa

-tion Programの家族支援の内容が評価、フィードバ

ックされる円環システムが適用されていることである。

まとめ

ペンシルベニア州の事例から、 Parent Ehicationは

地域の特性に適応した方法によって、家族のニーズに

沿った予防活動における家族支援として活用されてい

ることが明らかとなった。 ParentEhicationを行う地

域の歴史的社会的民族的背景を考慮した上で、プログ

ラム作成者である専門家が、対象者の範囲や具体的な

予防や介入を行う内容について、経験自煽平価をフィー

ドバックさせながらプログラムすることが必要である。

本論は日本におけるParent Ehicationの現状は触

れていないが、ペンシルベニア州の事例は日本の地

域・家族保健や子育て支援の活動として発展すること

が示唆される。主に民間活動として担われる日本の

ParentEhicationは、とりわけSPとして、両親や祖

父母をも含めた地域における家族支援として発展され

ることを期待して、経緯と意義について別稿で論じた

い。
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ĥ 思 い 吋 r< レ r<

車 ±

m

M

,n
i

卜 朴 e
e 酎 糠

上土Dll

I; +i

,n

i
. 鵜
r< ト)

* ㍗ 4> り ′与樹 <- ,¥ m 4> l 心

li l⊥、@ e e 宙 + + 樋 心

r< 廼 ∃宣 塞 1 It ′〔 r< :監 ,B へ
ヘ丁 ⊥、 =# 聖 )卜Q !fc 三 ∵十 ヘ丁 m ・fl- *4 *
智、4描 蟻 迦 L 顧 迦 蛸 斗 PlL ,n 樋 蝣11111/Mttfr

豊 † 慧
i
4>

廼
轍

M 宗 ト P 坤 。1, i r< ㍗
i

it
噛

遠 ′〔
霊 草 , v o*

ヘ 望 」 レ
1 十
富 〉 車

4>
e

)卜
ぺ＼

私 塾 幅 ベ 慧

匿 lt= ・fr ig 締 蒜 霊

樋く

各 項 e 〔 h] ;t 聖 0D J 0 机 :T 卑 l 思 ,; 盟
相 槌 蛸 迦 事 十 十

餐

∴ Dll

餐

斗 樋 卜 刈 「く㌣ か ぶ ,,I

顧
M 堤 懸 吋 T - + ∴∵
逮 ffl

I-
卓 ∵ 〔

e 世 e , e 覇 3J 心
i: ∵ 〔 ㌣ 皿] ㍗ 車 ∵
⊂⊃
・.・.・.

餐 1 i.・、蟹 零 )卜e 顧

⊥、
樋く

覇
王

e
範 頼

覇 覇 扇
e り

K ^
叫TS

ド
」寂

#

哨
M 鰍 哨

M
」只

r< 覇
㍗

)卜

FK
耳 芸 遠 雷 望 薫

e 心 喋 覇 ぺ＼e r< 柵 悪 K <o 量
牡 :監 、 ㍗ ト圃 e 牡 迦 コ 。顧
堤 m )ド )卜 - 2fc 〔 駐 蝉 蟻 † 宙 o
ffl 塑 蟻 )卜 r< "x>牡 ト. 単 匿 騰 く慎 壮

ーゝ

三

i

ド..、、

.L

ーゝ
㍗

確
顔

廼
∃
ヨ雪

′′′
ド
ト、

ド
ト、

.L
i

、←
キ一

.・.・.・.-Cfi
′′′
ド
ト、

0T＼ 顔
兜
、

たつここ酷、

Eと〕概,
K <K

ト、

ヘ丁
「、

045
4>

i

小 >H

r<

,n
キ一
心

)ド

)卜
ト、

ヘ丁

ヘ 煙

へ r<

ーゝ (
i'K ド..、、

ト、

hT 4描

ヘ丁
,n

、畔 ヘ丁 ーゝ 「、

ーゝ
,班 )卜 v ′′′

ド
卜 廼

ーゝ

i

)ド
+、

上 蔀 ~¥

Pゝ

1,ト 主 … ト 音 へ r<
1,ト hT

4>

冬、r< i . is )卜 * -

w

ヘ丁 )ト,n r<
卓 l 、 ヘ丁 j= + 蝣jr. 一蝣j~. "- ∵ { i
-k > < n ∩ 「、 h l h こ、 h l 卜 車 ㍗
㊤ コ (Rj) ^ ㊨ ㊥ 4描 ゥ ^ ㊥ √′′ (p ) t ㊥ L ㊨

≡
エ
,
i
[
,
U
M
|
i
:
　
‥
I
 
l
'
|
.
.
1
i
:
,
|
　
∴
:
蝣
-
蝣
!
蝣
(
'
i
n
.
∵
一
二
,
 
-
、
]
:
＼
・
T
、
　
[
I
J


